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『 可

アレルギー症状への対応の手１１応の手順手し

アレルギー症状

全身の症状呼吸器の症状
・意識がない・声がかすれる
。意識もうろう。犬が吠えるような咳
．ぐったり・のどや胸が締め付けられる
・尿や便を漏らす・咳
・脈が触れにくい。息がしにくい
・唇や爪が青白い・ゼーゼー、ヒユーヒユー

消化器の症状皮膚の症状
・腹痛．かゆみ

・吐き気・おう吐・じんま疹

・下痢．､赤くなる

顔面゜園。口。輿の症状
・顔面の腫れ

・目のかゆみや充血、まぶたの腫れ

・くしゃみ、鼻水、鼻づまり
．□の中の違和感、唇の腫れ

アレルギー症状

アレルギー

症状がある
原因食物を 原因食物に

食べた 触れた
(食物の関与が

疑われる）
(可能性を含む） (可能性を含む）

､|， ↓ ､|，
発見者が行うこと

①子供から目を離さない唾ひとりにしない

②助けを呼び､人転集める

③エピペン⑨と内服薬葱持ってくるよう指示する

|Ａｌ施設内での役割分担Ｉ

｜，
緊急性が高いアレルギー症状はあるか？

５分以内に判断する
ない

ｒ
Ｌ

B|緊急性の判断と対応B-1鯛

M，１，ある
IBl緊急性の判断 ＜－と対応B2参照！ －－－－･■■－－￣Ｔ

Ｉ
内服薬を飲ませる

↓[●

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｑ
■
砂
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
。
Ⅱ
ｕ
Ｂ
Ｂ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
▲
■
■
ｈ
Ｎ
ｖ
ｎ
Ｕ
ｎ
困
り
可

Ｉ①ただちにエピペン⑧を使用する

②救急車を要請する(119番通報）

③その場で安静にする

④その場で救急隊を待つ

⑤可能なら内服薬を飲ませる

エピベン⑭の使い方

口｣鱸薑爾鰯瀧ｲﾝﾄ１ 保健室または魁安静に

できる場所へ移動する

し
5分ごとに症状を観察し

上
エピペン⑪が2本以上ある場合

＞ 症状チェックシートに従いエピペン⑪を使用し10～

１５分後に症状の改善が
見られない場合､次のエピ

ベン⑧を使用する

反応がなく

呼吸がない
判断し､対応する

反応がなく

呼milがない －緊急性の高いアレルギー症
状の出現には特に注意する心肺蘇生蓬行う ←

FU

C
Ld

１心肺蘇生とAEDの手順 １ (ｴﾋﾞﾍﾟﾝ鐘の使い方１ F|症状ﾁｪｯｸ
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●壼宗部

､|，

原因食物を

食べた

（可能性を含む）

j，

Ａ 施設内での役割分担

日 緊急性の判断と対応Ｂ-1参照

アレルギー

症状がある

（食物の関与が
疑われる〉

原因食物に

触れた

（可能性を含む）

ceadmin
タイプライターテキスト
江戸川区立清新ふたば小学校　平成29年度版



ＩＡＡ 施設内での役割分担

●各々の役割分担を確認し事前にシミュレーションを行う

『管理･監督者（園長･校長など）

■l現場に到着次第、リーダーと遮る

□それぞれの役割の確認および指示

□エピペン⑧の使用または介助
￣‐￣－－－－－１
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脛 心肺蘇生やＡＥＤの使用
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発見者「観察」

■
ロ
ロ
ロ
□
■

子供から畷れず観察

助けを呼び．人を集める（大声または、他の子撰に呼びに行かせる〕

教員。職員Ａ、Ｂに「準備」「連絡」竃依頼

管理者が到着するまでリーダー代行と芯る

エピペン⑨の使用または介助

」
薬の内服介助

脛 心肺蘇生やＡＥＤの使駕

岨 Nし
〆 、〃

教員･職員Ａ「準備」 教員･職員Ｂ

i■|「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」

一
厘
一
□
□
回

救急車を霊調する

竃持ってくる 管理者を呼ぶ－－

□エピペン⑪の準備 保謹者への連絡

'四ｌＡＥＤの準備 さらに人を集める

■|内服薬の準備

｣（
'園>の使用まだは介助

やＡＥＤの使用
」

且、Ｚ
「

教員･職員Ｃ「記録」 ､「教員･職員D~Ｆ「その他」、
観察を開始した時刻を記録

エピペン⑪を使用した時刻を記録

■｜他の子供への対応

■｜救急車の誘導

」
内服薬を飲んだ時刻を記録 □エピペン⑨の使用または介助

」5分ごとに症状を記録 やＡＥＤの使用

←

施設内での役害Ｉ分担

発見者 ~観察一
可

ロ
ロ
ロ
□
□
□
□

子供から趣れず観察

助けを呼び、人憲集める（大声または、他の子鱗に呼びに行かせる）

教員。職員Ａ、Ｂに「準備」「連絡」竃依頼

管理者が到着するまでリーダー代行と芯ろ

エピペン⑧の使用または介助

薬の内服介助

心肺蘇生やＡＥＤの使用

Ｆ

教員｡職員Ｃ「言a録占
可

□観察を開始した時刻を記録

ロエピペン⑪を使用した時刻を記録

□内服薬を飲んだ時刻を記録

□５分ごとに症状を記録

教員.職員Ｄ～Ｆ
可

Pその他」

□他の子供への対応

□救急車の誘導

□エピペン⑨の使用または介助

□心肺蘇生やＡＥＤの使用

,管理｡監督者（屋長｡校長など）

□現場に到着次第、リーダーとなる

□それぞれの役割の確認および指示

□エピペン⑧の使用または介助

□心肺蘇生やＡＥＤの使用

ceadmin
タイプライターテキスト
栄養士：成分表確認・準備、アレルギー対応内容確認


ceadmin
タイプライターテキスト
〈医療機関受診時の持ち物〉
・経過記録　・エピペン（使用済）・献立、成分表
・保健資料等（管理指導表・指示書など）
・筆記用具　・携帯電話　・現金

ceadmin
タイプライターテキスト
（状況説明・搬送先）保険証持参依頼

ceadmin
タイプライターテキスト
・教育委員会への報告、地域・マスコミ対応
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１
－
１

函 』
＝ 緊急'性の判断と対応

◆アレルギー症状があったら5分以内に判断する！

◆迷ったらエピペン⑧を打つ！ただちに119番通報をする
７ 可

B－１緊急i性が高いアレルギー症状
「

(全身の症状】 (呼吸器の症状； 【消化器の症状】
□のどや胸が締め付けられる□持続する強い(がまんできない）■|ぐったり

画|意識もうろう ■|声がかすれる お腹の痛み

□繰り返し吐き続ける□尿や便を漏らす 画|犬が吠えるよう芯咳

□脈が触れにくいまたは不規則□息がしにくい

□持続する強い咳き込み

□ゼーゼーする呼吸

■|唇や爪が青白い

(ぜん息発作と区別できない場合を含む）

■－－１ 合一一一

『Ｂ２緊急性が高いアレルギー症状への対応 、 内服薬を飲ませる

、1′①ただちにエピペン⑧を使用する！
保健室または聾安静に
できる場所へ移動する

、|′
5分国とに慰犬を観察し症状チェッ

クシートに従い判断し､対応する

緊急性の高いアレルギー症状の
出現には特に注意する

1Ｃｌ
翰
聰
釣

エピベン⑪の使い方

②救急車を要請する(119番通報）

］□｜譲壹翌謂嚇イント

③その場で安静にする(下記の体位を参照）
立たせたい歩かせたりしない！

[F醗露 ］チェックシート
④その場で救急隊涯待つ

⑤可能なら内服薬竃飲ませる⑤可能なら内服薬竃飲ませるし

◆エピペン⑧竃使用し１０～15分後に症状の改善が貝られ芯い場合は､次の
エピペン⑰を使用する(2本以上ある場合） １

Ｅ｜心肺蘇生とAEDの手順１◆反応がなく軽呼吸がなければ心肺蘇生竃行う坤

安静を保つ体位

ぐったり、意識もうろうの場合 吐き気、おう吐がある場合呼吸が苦しく仰向けになれない場合

血圧が低下している可能性が

あるため仰向けで足を15～30ｃｍ

高くする

おう吐物による窒息を防ぐため、

体と顔を横に向ける

呼吸を楽にするため､上半身を

起こし後ろに寄りかからせる

」

=－－蝋麹麺i1菫!i鑿鑿護i護篝i言騨…~￣颪電電轤嚢臺霊霊夢￣

ロ｜鱸豐謂鰄ｲﾙｺ

巳

緊急'性の判断と対応

Ｆ 症状チェックシート

B-1緊急'性が高いア

【全身の症状】【呼吸器の症状】【消化器の症状】
□ぐったり□のどや胸が締め付けられる□持続する強い(がまんできない）

□意識もうろう□声がかすれるお腹の痛み

□尿や便を漏らす□犬が吠えるような咳

□脈が触れにくいまたは不規則□息がしにくい

□繰り返し吐き続ける

□唇や爪が青白い□持続する強い咳き込み

□ゼーゼーする呼吸
(ぜん息発作と区別できない場合を含む）
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戸 １

■
１
１
－ エピペン⑧の使い方Ｃ

Ｌ

●それぞれの動作を声に出し、確認ＭＫがら行う
￣

「 可､「

介助者がいる場合①ケースから取り出す

貝溺､Ｉ

露壜騒至
ケースのカバーキャップを開け

エピペン⑪を取り出す

！

且

ノ
「 可

介助者は、子供の②しっかり握る

しっかり抑え、動かないように固定する句呑

し ノオレンジ色のニードルカバーを

下に向け、利き手で持つ

ｌ

ノ
"グー'，で握る！

し 「 ､

注射する部位
「 、

③安全キャップを外す
｡衣類の上から、打つことができる

▼ ゜太ももの付け根と膝の中央部で、かつ

青い安全キャップを外す 真ん中（④）よりやや外側に注射する

議１[１ 仰向けの場合
ノ

Ｐ 刃

④太ももに注射する

鷺ミニ露(太ももの外側に鼬エピペン③の先端
銘 (オレンジ色の部分)を軽くあて、

鯛カチヅと音がするまで強く押し

あてそのまま５つ数える

１ｍＩ
し －■￣

注射した後すぐに抜かない！
押しつけたまま５つ数える！ ノし

座位の場合
Ｐ 可

⑥確認する

曇 ｉ
エピペン⑧を太ももから離しオレ

ンジ色のニードルカバーが伸び

ているか確認する

」
Ｉ

使用後伸びていない場合は｢④に戻る」

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■

ア 可

⑥マッサージする

」Ｉ ゴロ

Ｌ－－
打った部位を１０秒間、

し
マッサージする

」

①ケースから取り出す

ご氏
－－＝ ■

ケースのカバーキャップを開け

エピペン⑪を取り出す

介助者がいる場合

介助者は、子供の太ももの付け根と膝を

しっかり抑え、動かないように固定する

②しっかり握る

巾『

蕊
オレンジ色のニードルカバー在

下に向け、利き手で持つ

"グー，，で握る！

注射する部位

｡衣類の上から、打つことができる

゜太ももの付け根と膝の中央部で、かつ

真ん中（④）よりやや外側に注射する

仰向けの場合

SIM戸＝断

Ｉ

座位の場合

■

③安全キャップを外す

辮讓

:篝雲篝:Ｉ
青い安全キャップを外す

④太ももに注射する

太ももの外側に､エピペン⑨の先端

(オレンジ色の部分)を軽くあて、

``カチッ"と音がするまで強く押し

あてそのまま５つ数える

注射した後すぐに抜かない！
押しつけたまま５つ数える！

⑤確認する

量ｉ
使用前便用後

エピペン⑧を太ももから離しオレ

ンジ色のニードルカバーが伸び

ているか確認する

伸びていない場合は｢④に戻る」

⑥マッサージする

打った部位を１０秒間、

マッサージする

、

影



二」」’

国 救急要請(119番通報)のポイン
畠

●あわてず、ゆっくり、正確に情報を伝える

①救急であることを伝える

②救急車に来てほしい住所竃伝える

〆雨〒 、、施設名をあらかじめ記載しておく

ノ、

③｢いつ､だれが､どうして､現在どのよう

芯状態芯のか｣漣わかる範囲竃伝える

エピペン⑰の処方やエビペン⑨の使用の
有無を伝える

④通報している人の と)重絡先を|云える

あなたの名前と
連絡先を教えてください 119番通報後も連絡可能な電話番号竃伝える．１－

０

私の名前は

○×□美です。

電話番号は…ｎ－ｌｌハ（
～卍Ｌ■も■■■□「ギグ
⑭.〆￣もｚ-．一目

＝

※向かっている救急隊から、その後の状態確認等のため電話がかかってくることがある

｡通報時に伝えた連絡先の電話は．常につ芯がるようにしておく

。その際、救急隊が到着するまでの応急手当の方法などを必要に応じて聞く

、
今一一 救急要請(119雷通報)のポイント

ceadmin
タイプライターテキスト
学校名　　　 ：江戸川区清新ふたば小学校
住所         ：江戸川区立清新町1-1-38
電話番号     ：03-3878-3621
学校の入り口 ：やまびこ公園側の門から


ceadmin
タイプライターテキスト
・児童名　・性別　・学年　・状況　
・持参薬やエピペンの使用状況

ceadmin
タイプライターテキスト
・自分の氏名　・電話番号



ｒ
ｌ
Ｌ ■Ｅ 心肺蘇生とＡＥＤの手''億

◆強く、速く、絶え間怠い胸骨圧迫竃！

◆救急隊に引き継ぐまで、または子供に普段通りの呼吸や皀的のある

仕草が認められるまで心肺蘇生を続ける

【胸骨圧迫のポイント】
召 詞

①反応の確認 、⑪－

，１０

[鋤鰯蹴二鰯,癩」
肩を叩いて大声で呼びかける

乳幼児では足の喪を叩いて呼びかける

｜〆
反応Ｔない！

◎強く(胸の厚さの約1/3）

◎速く(少なくとも100回/分）

◎絶え間なく(中断を最小限にする）
◎圧迫する位置は｢胸の真ん中」119番撞報

【人工呼吸のポイント】

息を炊きこむ際

◎約1秒かけて

◎胸の上がりが見える程度

Ｖ
「③呼吸の確認

、

■0秒以内で胸とお腹の動繊期」１０秒以内で胸とお腹の動き漣見る

【AED装着のポイント】

◎電極パッドを貼り付ける時も、

できるだけ胸骨圧迫を継続する

◎電極パッドを貼る位置が汗など

で濡れていたらタオル等でふき

取る

。6歳くらいまでは小児用電極

パッド竃貼る｡なければ成人用
電極パッドで代用する

普段通りの呼吸竃してい芯い ｒ
、

↓
※普段通りの呼吸をしている

ようなら､観察を続けながら

救急隊の到着を待つ

唇
一

孫 ､

④必ず胸骨圧迫１可能なら人工呼吸！

電図解析のポイント】

◎JEl電図解折中は､子供

に触れないように周囲

に声をかける

～

ll-A雛;r'て下さい。30:２

ただちに胸骨圧迫芝開始する

人工呼吸の準備ができ次第､可能なら人工呼吸を行

。し

(シ ヨックのポイント】

◎誰も子供に触れていない

ことを確認したら､点滅

しているショックポタン

を押す

離れて下さい。

鮮
､ｿ

可

(5)ＡＥＤＣ

」
電源ボタン灌押す

パッドを貼り､ＡＥＤの自動解析に従う
Ｚ

心肺蘇生とＡＥＤの手１１償
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､

＝ 症状チェックシート
」Ｌ

●症状は急激に変化することがあるため､5分ごとに､注意深く症状竃観察する

◆[．の症状が1つでもあてはまる場合､エピペン③壷使用する
（内服薬潅飲んだ後にエピペン⑪篭使用しても問題ない）

観察を開始した時刻（時分）内服した時刻（時分）エピペン⑧を使用した時刻（時分）

□ぐったり

□意識もうろう
□尿や便を漏らす
□脈が触れにくいまたは不規則
□唇や爪が青白い

全【身の
症状

□数回の軽い咳□のどや胸が締め付けられる
ロ声がかすれる
□犬が吠えるような咳
,□息がしにくい
□持続する強い咳き込み
ロゼーゼーする呼吸

■
■
■
●
■
ご
汀
■
■
■
｜
Ｄ
ｑ
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呼吸器
の症状

０
０
０

￣－－－

□中等度のお腹の痛み
□１～２回のおう吐
,ロ１～２回の下痢
１－－－－－
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【｜□軽いお腹の痛みＣｌｺﾞﾄﾞまんできる)’
１□吐き気

□持続する強い(がまんできない〕
お腹の痛み

□繰り返し吐き続ける

消化器
の症状
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□顔全体の腫れ
□まぶたの腫れ
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目･口・
鼻･顔面
の症状

上記の症状が
■■ ￣￣

1つでもあてはまる場合
臣ヨ

ロ・￣~￣￣￣￣￣－－~￣￣￣￣－－￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣１

１□強いかゆみ｜□軽度の力､ゆみ
!□全身に広がるＵんま疹｜□数個のじんま疹
!□全身が輿っ赤 一一--11且箇駒li1櫛壁一一…－－１ニヨ戸一耳①￣時こ＝ニーーーーーー＝＝－

皮膚の
症状

’一

此ＪＬＩｄｖａ豆后】｣2房

/辰 罰 ~、①ただちにエピペン⑧在使用する

②救急車を要請する(119番通報）
③その場で安静を保つ

（立たせたい歩かせたりしない）

④その場で救急隊を待つ

⑤可能なら内服薬を飲ませる

`①内服薬竃飲ませ、エピペン⑬

を準備する

②速やかに医療機関を受診する

（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、

５分ごとに症状の変化を観

察し､□の症状が１つでも

あてはまる場合、エピペン⑪
を使用する

①内服薬竃飲ませる

②少なくとも１時間は５分ごと

に症状の変化を観察し、症状

の改善がみられない場合は医

療機関を受診する

iBl鵜性の判断と対応 B2参照］

（
ただ宮に救急車で
医療機関へ搬送

速やかに

屡憲鑓関憲受診
安静にし、

注意深く経過観察し~ノ ノ
ー．匙 ノ

症状チェックシート

曰 緊急性の判断と対応Ｂ-2参照
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急時に備える緊 ためにめ

本マニュアルの利鬮にあたっては、下記の点にご留意ください。

☆保育所。幼稚園。学校では、食物アレルギー対応委員会を設置してください。

☆教員・職員の研修計画を策定してください。東京都等が実施する研修を受講し晉種ガイドライン蟻

を参考として校内・施設内での研修を実施してください。

☆緊急対応が必要になる可能性がある人を把握し、生活管理指導表や取組方針を確認するととも

に、保護者や主治医からの'情報等を職員全員で共有してください。

☆緊急時に適切に対応できるように、本マニュアルを活用して教員。職員の役割分担や運用方法芝
決めておいてください。

☆緊急時にエピペン②、内服薬が確実に使用できるように、管理方法を決めてください。

☆｢症状チェックシート」は複数枚用意して､症状を観察する時の記録用紙として使用してください。

☆エピペン＠や内服薬を処方されていない（持参していない）人への対応が必要な場合も、基本的

には「アレルギー症状への対応の手順」に従って判断してください。その場合､｢エピペン⑪使用」

や「内服薬を飲ませる」の項は飛ばして､`次の項に進んで判断してください。

※各種ガイドライン

．｢食物アレルギー対応ガイドブック」（平成22年東京都福祉保健局発行）

．｢保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」（平成２３年厚生労働省発行）
．｢学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」（平成2,年財団法人日本学校保健会発行）

この食物アレルギー緊急時対応マニュアルは

(http://www・to!<yo-eil<en.ｇｏ・jp/l<j-kankyo/allergy/to-public/）よりダウンロードできます。

Bの点にご留意ください。

設置してください。

｢その他」
他児の対応

席二畳審許

￣

い

､篁職I。

マニュアル

年
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